
医師プロフィール 

 

昭和 60 年（1985 年）九州大学医学部卒業後、同付属病院で脳神経外科とともに、外科、神経内科、

神経放射線科をローテートして医師としての基礎教育を受けた。その後、昭和 63 年（1988 年）より

九州大学大学院薬理学教室にて血管平滑筋と内皮細胞の薬理学的研究に従事。学位（医学博士）並び

に脳神経外科専門医取得後、平成 4 年（1992 年）より米国ヴァージニア大学にてくも膜下出血後脳血

管攣縮の基礎研究に従事。平成 6 年（1994 年）帰国後、九州大学病院にて文部教官助手として勤務。

外来医長、病棟医長を歴任。途中オーストリア共和国グラーツ大学にて腰椎椎間板ヘルニア手術、レ

ーザー椎間板焼灼術をはじめとする脊髄・脊椎手術を研修。平成 9 年（1997 年）、新規開設された新

古賀病院脳神経外科に部長として赴任。一般脳神経外科とともにガンマナイフ治療に従事。その後、

平成 17 年（2005 年）製鉄記念八幡病院にて脳血管内科藤本部長（現自治医科大学教授）とともに脳

卒中の臨床を中心に脳神経外科診療に従事。平成 26 年（2014 年）より現職。「標準的医療の実践」

と「最新の知識とテクノロジーの臨床への応用」をモットーに日々臨床に携わっている。 

 

氏名：   鈴木 聡 （すずきさとし） 

生年月日： 昭和 35 年（1960）7 月 10 日生（60 歳） 男 

   出身地：埼玉県入間郡上福岡村（現ふじみ野市） 本籍：静岡県浜松市 

学歴：   

昭和 54 年（1979）鳥取県立米子東高等学校卒業 

昭和 60 年（1985）九州大学医学部医学科卒業 

昭和 63 年（1988）九州大学大学院医学系研究科外科系専攻入学（薬理学教室 栗山熙教授） 

平成 4 年 （1992）同上 修了、学位取得。医学博士（九州大学 甲種） 

 

免許等：  

昭和 60 年（1985）医師国家試験合格（医籍登録第 288322 号） 

平成 4 年 （1992）日本脳神経外科学会専門医（専門医番号：3416） 

平成 15 年（2003）日本脳卒中学会専門医（専門医番号：20030392） 

平成 30 年（2018）日本脳卒中の外科学会技術指導医（認定番号 A-2017-0221） 

 

職歴：  

昭和 60 年（1985） 九州大学医学部附属病院医員（脳神経外科 北村勝俊教授） 

平成 4 年（1992）  米国ヴァージニア大学交換研究員（脳神経外科 Neal F. Kassell 教授） 

平成 6 年（1994）  九州大学医学部附属病院文部教官助手（脳神経外科） 

平成 7 年（1995） 九州大学医学部附属病院脳神経外科外来医長 



平成 7 年（1995）  九州大学医学部附属病院脳神経外科病棟医長 

平成 9 年（1997）  天神会新古賀病院脳神経外科部長 

平成 17 年（2005） 新日鐵八幡記念病院脳神経外科部長、脳卒中センター長 

平成 26 年（2014） 福岡輝栄会病院副院長、脳卒中センター長 

令和 2 年（2020） 福岡輝栄会病院副院長、脳神経・脊髄疾患治療部本部長 

 

所属学会等： 

日本脳神経外科学会（代議員：平成 20-22 年、平成 24-25 年） 

日本脳卒中学会（評議員：平成 16 年～、代議員：平成 25 年-26 年） 

American Heart Association（Fellow, Stroke Council, Professional Premium Gold 

Member） 

American Association of Neurological Surgeons（International Fellow） 

World Stroke Organization 

European Stroke Organisation 

日本脳卒中の外科学会 

日本脳神経 CI 学会 

日本脳神経外科学会九州地方会（代議員：平成 20-22 年、平成 24-25 年） 

日本脳神経外科コングレス 

日本臨床脳神経外科学会 

日本脳神経外科救急医学会 

日本脳神経外科認知症学会 

日本医療安全学会 

日本医療の質・安全学会 

福岡救急医学会 

 

その他： 

福岡県社会保険診療報酬請求書審査委員（平成 29 年 6 月 1 日－） 
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